
一 般 質 問 ＜ 個 人 ＞ 発 言 通 告 書

令和６年８月２６日

長久手市議会議長 殿

長久手市議会議員 田崎あきひさ

会議規則第５９条第２項の規定により下記のとおり通告します。

受
付
個 人 質 問 第 号

令和 年 月 日 時 分

質 問 事 項 及 び 要 旨 備考

１

本市の窓口業務について

⑴ 現行の保険証は令和６年１２月２日に廃止される。こ

のことによる業務の変化、課題について問う。

⑵ デジタル庁は、「本人確認を必要とする事業者や自治体

スタッフのスマートフォンにダウンロードし、顧客や住

民（利用者）による暗証番号の入力なしにＩＣチップの

情報を読み取ることで、厳格な本人確認を可能とする」

として、「マイナンバーカード対面確認アプリ」を開発し、

令和６年８月２０日に公開した。このことによる業務の

変化、課題について問う。

２

佐藤市長の小中学校体育館における空調設置の方針につい

て

日進市では小中学校の体育館・武道場にも空調設置を進

める補正予算（実施設計）が６月議会で可決されており、

暑さに対する本市との対応の速さに違いが見られている。

この件について今後の佐藤市長の方針を問う。

３

公共施設ＬＥＤ化対応全般について

「水銀に関する水俣条約」において、蛍光灯の製造と輸

出入を２０２７年末までに禁止することが合意された。



通常の公共工事で発注をした場合は多大な費用が掛かり、

蛍光灯の生産終了に間に合わないという事で、公共照明施

設一括ＬＥＤ化事業のプロポーザルが主流になっていると

考える。「２０５０年カーボンニュートラル」「２０３０年

１００％ＬＥＤ化」などを踏まえ、佐藤市長の認識につい

て以下問う。

⑴ ２０２７年に予定されている蛍光灯の製造中止、輸出

入の禁止を踏まえ、市内の公共施設における既存の蛍光

灯からＬＥＤ移行への具体なスケジュールと予算計画に

ついて問う。

⑵ 現在の市内公共施設におけるＬＥＤ化の進捗状況と、

全施設での完了までに残っている課題はどのようか。特

に、個別発注によるコスト高や施工のばらつきなどの問

題点について佐藤市長の認識を問う。

⑶ 施設ごとに個別発注を行うのではなく、市全体での一

括発注によるコスト削減と効率的な施工の可能性につい

て、他自治体での事例（窓口の一本化や発注方法等）を

参考にどのような調査や検討が行われ、期限に向けてど

の部署が実施していく考えか。

４

熱中症特別警戒情報（アラート）発表時の対応について

令和６年６月２５日に保護者に対して「午後２時に愛知

県に熱中症特別警戒情報（アラート）が発表された場合、

翌日の小学校、保育園、放課後預かり事業等の終日中止」

とすることを発表したことにより、住民から再検討を求め

る要望書が提出されるなど、住民から不安や懸念の声が上

がった。

⑴ 保育園や放課後預かり事業について、当初上記の決定

をした理由は正しいと考えているか、佐藤市長の見解を

問う。

⑵ 当初、本市以外の県内地方公共団体も上記対応をする

であろうと考えたのか。

⑶ 当初、アラート発令により預かり事業ができないと判

断、周知した理由はなぜか。

５

佐藤市長の考える市政全般に対する方針について

⑴ 医療費無料化の拡大の一方で、医療費全体を抑制する

ため持続可能な財政運営について市としてどのような取

り組みを検討しているか。また「ゼロ価格効果」を市と

してどのように捉えているか。



⑵ 予算編成に際し、予算編成時に必要額を計上していれ

ば流用を行わなくても済んだ事例や補正予算を計上して

執行すべきだった事例などが見受けられたという点に対

し、佐藤市長は是正をはかる考えがあるか否か。

⑶ 「市役所新庁舎整備の現在の計画を見直します」につ

いて

ア これまでに、場所の見直しについて庁舎外でヒアリ

ングを行った実績について問う。

イ 現行計画以外の場所について何か所を見直し案とし

たか。

⑷ 公共施設の修繕維持管理について、多くの施設で必要

な修繕費が予算措置されている状況とは言えないと指摘

されているが、佐藤市長に是正の考えがあるか否か。

⑸ 本来、令和４年度に策定されるべき定員適正化計画が

策定されていないと指摘された。計画を策定しなかった

理由について問う。

⑹ ペーパーレスへの取り組みについてどのような成果が

出ているか、今後の課題も含め問う。

⑺ 会派要望について毎年提出の機会があるが、佐藤市長

はどのように対応しているのか。


